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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を実験に使用した。なおその隣接組織をH－・Eにて

　　　　　　緒　　醤　　　　　　　　　　　　　　染色して病理組織学的検査に用いた。なお結節性甲状

　　著者は第一編においては結節性甲状腺腫の組織呼吸　　　腺腫の術前処遣として抗甲状腺剤は用いなかつた。

　並びに解糖作用について研究し，第二編においては結　　　　　1［　測定方法

　節性甲状腺腫の組織並びに1血清について組織呼吸系の　　　第一編において述べたと同様な4個の1聰状器を二

　酵素としてMDH，解糖作用系の酵素としてLDHの　　　組用意し，その一組の各容器中の浮遊液にはTSH

　活性値を測定して，これらの成績は第一編における成　　　（Schering社製Pretiron　50単位）を加え，これを

　績と全く同様の傾向を示すことを報告したが，本編に　　TSH添加群とし，他の組の各容器内にはTSHを加

　おいては結節性甲状腺腫の組織呼吸並びに解糖作用が　　　えず，これをTSH非添加群とした。以上のTSH添

　甲状腺刺戟ホルモソ（TSH）によつて如何なる影響　　　加群とTSH罪添加群について第一編において述べた

　を受けるかを追求して，結節性甲状腺腫のTSH依存　　　と同様⑥にして，それぞれ組織呼吸並びに解糖作用を

性の問題をエネルギー代謝の面から検討した。　　　測定L・さらVC次式によつて組織呼吸並びに解糖作用

　　Loeb①が脳下垂体からTSHを抽出して以来，　T　　に及ぼすTSHの影響を増加率をもつて鋒出した。

　SHの甲状腺に対する作用については種々論じられ　　　　　丁瓢聯暖ゆ一TS羅欝賀群の
てきたが，G，ee，②③はT、Hの作用をm，、、b。lic　－・・騰騨一二x1°°輔呼吸の榊‘％’

　factorとgrowth　factQrとに分けており，今日で　　　蘇糖作用の増加率も同様にして求めた。

　は一般にTSHは甲状腺ホルモソの産生分泌を究進す

　る作用と甲状腺の成長肥大を促進する作用とを持つ　　　　　　　　　実験成績

　ていると考えられている④⑥。しteがつてTSHが結　　　　　　1　組織呼吸

　節性甲状腺腫のエネルギー代謝に対して如何なる影響　　　　　1）　対照　（正常甲状腺組織）

　を与えるかを検討することは結節性甲状腺腫の病態生　　　対照の組織呼吸は第1表及び第1図の如く，TSH

l理を解明する上に重要な手掛りとなるものと考える。　　にょって48．7～102．1％，平均78．8％増加するから組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織呼吸の増加率の正常範囲を48～103％とみなした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　．単純性結節甲状腺腫

　　　　　　　爽験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　単純性結節性甲状腺腫21例の組織呼吸の増加率は第

　　　・1　実験材料　　　　　　　　　　　　2表及び第1図の如く18．4～69．　0％，総平均36・2％

　　第一編において述べたと同様に単純性結節性甲状　　　で，一般に低値を示している。この成績を組織像別に

　腺腫の手術に際して切除した正常甲状腺組織を対照と　　検討すると第2表及び第1図の如くコロイド腺腫は

　し，対照及び甲状腺腫組織を切除後速やかにRinger　　37．6～69，0％，平均50・7％で，8例中4例が正常値を

　液で洗源し，血液成分を除去してスライサーにて厚さ　　示し，その他も正常値に近いが，濾胞状腺腫は25・8～

　O　・21maの切片を作り，　we七weight約400㎎の組織片　　45・8％，平均35・0％，乳頭状腺腫は28・6％，33・3％，
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平均30．9％，管状腺腫は18．4％一一．22、3％，平均19．9　　　第1図　組織呼吸に及ぼすTSHの影響

％，索状腺腫は18．5％で，いずれも低値を示してい

る。

　　3）甲状腺癌
　甲状腺癌14例の組織解吸の増加率は第3表及び第1

　第1衷　対照（正常甲状腺組織）の組織呼吸に

　　　　及ぼすTSHの影響

　　　　　　　　　　　　　Qo，　　　　％

N°’氏名性 ﾟ翻圏籍増加率

　3平　林♀1，642，・6562．0
　4北　沢♀1．192．1177，0
　5松　沢♀1．242．3287．1
　6　　巣i　　　　Pl．1　　9　　　　1．45　　　2．75　　　89。2

　7石　田91．653．1590．5
　8　　　，」、　　　　　池　　　 ♀　　　　1，23　　　　2。40　　　　95．2

　9宮　沢90．821．66102．1
平　殉　178・8
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膜膣 1昊膣
状腺腫 状腺腫 1昊播 媛播

純癌

鰻 単純性結節性甲状腺腫 甲状腺癌

第2表　　　　　　単純性結節性甲状腺腫の組織呼吸に及ぼすTSHの影響

コロイド腺腫　　　　　　　　　　　　　　　　乳頭状・腺腫

No．

1

2

3

4

5

6

7

8

氏　　名

曾根原
大　　　野

松　』本
小　　沢
関　　　川

赤　　塩
丸　　　山

青　　山

性

♀

9

♀

9

？

9

9

9

Qo2

罪翻際s晶

1。45

2，90

2．　0ユ

2．16

1．80

1．63

1．23

1．89

L99
4．05

2．85

3．】2

2．68

2．54

2．08

3，19

　％

増加率
No．

37．6　　14

39．4　　15

氏　　名

笠　　　原

巣　　山

性

♀

♀

Qc！

撮測暴s品

4．50

5，10

5．79

6．80

　％

増加率

28．6

33。3

42・°｝ @　　平　均｝丁｝…1∬
44．5

48．9　　管雌腺腫
56．1

68，3　　No．

69．0

・1

@　　平隔　下厨；1
　　　　濾胞状腺腫　　　　　　’　　　　　　　　　18

No．

9

10

11

12

13

氏　　名

深　　沢
平　　中
古　　瀬
野　　本
松　　沢

性

♀

♀

♀

♀

♀

QOza

繍際s品
3．78

4．02

3．29

3、　67

3．　51

4．75

5ほ3

4．37

5．25

5．12

　％　　　19

　　　　　20
増加率

氏　　名
QOa

性扉藩1暴『藷

大口♀3．233．82
小　　　池　　♀　　4．10　4．87

河野♀4．305．16
石田♀4．785．75
山口♀4，　505．50

　％

増加率

18，4

1S．7

19，8

20．4

22．3

　　　　　　　　　　　　平　’均　119．『
25．8

27．5’ @索状腺腫
32．8

43．1　　No．

45．8

氏　　名 性
Qo2 ％

罪翻暴s嘉増加率

平　　均　　｝35．0
2，・　1新　井i♀1・…1・・39　1・8・・

　　　　　　　　総　平　均　　　　36・　2
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図の如く2．6～29，　7％，総平均16．8％であつて，一般　　　第4表対照（正常甲状腺組織）の好気的解糖

に低値を示し，この成績を組織嫁別に検請すると，第　　　　　　　作用に及ぼすTSHの影響

3衷及び第1図の如く乳頭状腺癌は14．　6・－29．　7％，平

均20．9％で，管状腺踵或いは索状腺腫と同程度の増加　　　No・

率を示しているが，濾胞状腺癌は8．0％，8・5％，平均

8。2％，単純癌は2．6％，平均5．3％で，ともに極めて　　　1

低い値を示している。　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　第3表　甲状腺癌の組織呼吸に及ぼすTSHの　　　　5

　　　　　影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

　　乳頭状腺癌　　　　　　　　　　　　　　　　　7

No．

1

2

3

4

5

6

7

8

9

fO

氏　　　名

宮　　　崎

布　　　施

内　　　藤

古　　　厩

矢　　　花

牛　　　山

小　　　出

両　　　角

窪　　　寺

中　　　村

性

9

9

δ

♀

9

♀

♀

6

♀

♀

Qo，

蝦⊥総量
8．18

4．79

6．72

7．05

6．82

6，52

6．23

5．80

3。　04

5．88

9．37

5．59

7．93

8．43

8，22

7．92

7．60

7．08

3，79

7．62

％

増加痢

8

9

氏　名1性

丸　　　山

関　　　川

平　　　林

北　　　沢

松　　　沢

石　　　田

宮　　　沢

巣　　　1．u

小　　　池

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

　　Qfi2

罪酬撮s品

0．59

1．01

0．96

1．03

0．98

0．62

0．21

0．45

0．68

0，64

1．20

1．15

1．25

1．24

0．79

0．28

0，63

0，92

％

増加率

8．5

18．3

20．4

22，0

26，4

26．9

31．8

33．2

34，、8

…一… @　　　平　均　124・714，　6

16．7

18・　1　　　　第2図　好気的解糖作用に及ぼすTSHの影響

19．6

20．5

21，．5

21。9

22．0

24．5

29．7

濾胞状腺癌

平　均　12・・9

No．

11

12

氏　　　名

征　矢　野

小　　　森

性

♀

♀

Qo2　　　　％

罪漏i暴s茄増加率

1．95　　　　2，11　　　　8，0

1．81　　　　1．96　　　　8．5

単　純　癌

平　均　1・・2

No．

13

14

氏　　　名

小　　　松

青　　　木

性

9

♀

Qo2

罪蒲1異s嘉

2．69

2．21

2．76

2．38

％

増加率

2．6

8，0

平　均　1，5・3
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対照素甲 呂イド腺 濾．

E状月泉

乳頭状腺 管状腺 索状腺 乳頭状腺 濾胞状腺 単純

縢 腫 腫 腫 腫 腫 癌 癌 癌

単純性結節性甲状腺腫 甲状腺癌

気的解糖作用は第5表及び第3図の如く39・9～72・　8％

平均57．9％増加する。したがつて以後の成績の判定に

　　　　　　　　　総　　平　均　　　　　16・8　　　は好気的解糖作用の増加率は8～35％，嫌気的解糖作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用の増加率は39～73％をそれぞれ正常値とみなした。

　　　正　解糖作用　　　　　　　　　　　　　　2）単純性結節性甲状腺腫
　　1）　対照　（正常甲状腺組織）　　　　　　　　　・　　単純性結節性甲状腺腫21例の好気的解糖作用の増加

対照の好気的解糖作用は第4表及び第2図の如く　　　率は第6表及び第2・図の如く11・8～33・8％，総平均

TSHによつて8：5－．34，8％，平均24・7％増加し，嫌　　　19・7％で，いずれも正常値である。この成績を組織陳
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別に検討すると第6表及び第2図の如くコロイド腺腫　　　第3図　嫌気的解糖作用に及ぼすTSHの影響

は11．8・y33．8％，平i9　20．6％，濾胞状腺腫は13．6～

21・1％，平均17．9％，乳頭状腺腫は14．8％，19．4％，

平均17・1％，管状腺腫は16・1卍25．7％，平均20．6％，

索状腺腫は23．3％で，特に差はない。

第5表対照（正常甲状腺組織）の嫌気的解糖

　　　　作用に．及ぼすTSHの影響

No．

1

2

3

4

5

6

7

8

9

氏　　　名

丸　　　山

関　　　川

平　　　林

松　　　沢

北　　　沢

石　　　田

巣　　　山

小　　　池

営　　　沢

性

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

9

♀

QS｝2

罪編1器s嘉

3．09

1、91

2，58

2，12

3。49

2．23

2．31

2．10

1．20

4．32

2。69

3．92

3。3G

5．47

3．63

3，90

3．61

2．08

　％

増加率

39，9

41．2

52。コ．

55．4

56．9

62，4

68．6

72，0

72，8

平　．均　157・9
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純癌，
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第6表　　　　　単純性結節性甲状腺腫の好気的解糖作用に及ぼすTSHの影響

コロイド腺腫　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳頭状腺腫

No，

1

2

3

4

5

6

7

8

氏　　　名

小　　　沢

大　　　野

曽　根　原

松　　　本

関　　　川

青　　　山

丸　　　山

赤　　　塩

性

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

Q｛il2

録品i暴s嘉

0，54

0．42

0．31

0．47

0，86

0．99

0，65

0，25

　％

増加率

No．氏　　層名

・…1

0。47

0，35

0，55

1，05

1．25

0．84

0．38

ユ1．8　　　　14　　巣　　　　 μ」

12．4　　　 15　　笠　　　 原

性

9

♀

Q詠

罪翻轟
2．98

2，11

3．42

2、52

　％

増加率

14．8

ユ9。4

13霜2

@　平均li7．116，8

22，5　　管状腺腫
25，8

28，5　　　No．

33，8

　　　　　　　平　均…丁2…　19

濾胞状腺腫　　　　　　　　　　　　　　　　18

No，

9

10

11

12

13

氏　　　名

平　　　中

深　　　沢

古　　　瀬

野　　　本

松　　　沢

性

♀

・♀

♀

♀

♀

Qli｝B

編i然s茄
2，09

2，40

1．　67

1．65

2．22

2。37

2．77

2．00

1．98

2．69

％　　　　19

　　　　’20

氏　　　名

大　　　口

小　　　池

河　　　野

石　　　田

山　　　口

性

♀

♀

♀

♀

♀

Q£｝2

罪漏際s品

2。72

2．51

2，62

2，80

3．02

3，16

2。96

3．16

3，44

3，80

　％

増加率

　16．1

　18、0

　20，7

　22，8

　25，7

増加率　　一．＿一一一一一一・一一・一一一…一一一　　　　　　一

一tt……一’ @　平均120．　613．6

15，3　　索状腺腫
19．7

21，1　　　　＿＿＿＿．　　　　＿＿＿＿

Q｛i｝2
％

2°・°N°’氏名』性 燒|轟増力印率

1平　　　均　　　i　17．9
211新　井回・・62i・・24　123・・

総　平　均　　　　　19．7
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　嫌気的解糖作用の増加率は第7表及び第3図の如く　　　る。

13．6～55，7％，総平均25．0％であつて，一般に低値を　　　　嫌気的解糖作用の増加率は第9表及び第3図の如く

示している。この成績を組織像別に検討すると第7表　　　2．3～20．4％，総平均11．7％であって，全例が正常値

及び第3図の如くコPイド腺腫は23・8～55．7％，平均　　　以下である。この成績を組織像別に検討すると第9蓑

35．6％で，8例中3例は正常値，他の5例はいずれも　　　及び第3図の如く乳頭状腺癌は10・9～20・4％・平均

正常値以下である。濾胞状腺腫は17・9－25・8％，平均　　　15．0％で，乳頭状腺腫・管状腺唾・索状腺腫等と同程

22．1％，乳頭状腺腫は16．1％，19・6％，平均17・8％，　　　度の低値であるが，濾胞状腺癌は2・3％，2・9％，平均

管状腺腫はユ3・6N17・1％，平均］5・8％索状腺腫は　　2・6％，単純癌は3．2％，5，　O％．平均4．1％で，とくに

17．1％で．これらは＝戸イド腺腫よりもさらに低値を　　低値を示している。

示している。

　　3）甲状腺癌　　　　　　　　　　　　考　按
　甲状腺癌14例の好気的解糖作用の増加率は第8表及　　　　一般にホルモンはその支配下の器管に対して発育促

び第2図の如く4・1～28・7％，総平均17。0％で，14例　　　進作用を営み，動物実験ではその過剰，或いは異常刺

中11例は正常値であるが，他の3例は低値を示してい　　戟にょって腫瘍を発生させることもあり，癌の発生並

る。この成績を組織際別に検討すると乳頭状腺癌は　　　びに発育におけるホルモソの役割は誠に興味ある問題

13、O～28．7％，平均21．0で，企例が正常値である。濾　　　である。すなわち，アソドロゲンと前立腺癌⑦・＝ス

胞状腺癌は6・8％，8，8％，平均7．8％で，1例が正常　　　トロゲソと子宮癌⑧⑨⑩・エストロゲソと乳癌⑪⑫・

値，他の1例が低値を示し，単純癌は4．1％，7．9％，　　甲状腺刺戟ホルモソ（TSH）と甲状腺癌⑭⑭⑯等の

平均6．0％で，2例ともに低値を示し，これらの増加　　　如くホルモソ依存性癌（hormondependent　cancer）

率は乳頭状腺癌のそれに較ぺて明らかに低下してい　　の実験研究が行なわれている。

第7　表　　　　単純性結節性甲状腺腫の嫌気的解糖作用に及ぼすTSHの影響

認Pイド腺種　　　　　　　　　　　　　　　乳頭状腺腫

No，

1

2

3

4

5

6

7

8

氏　　　名

大　　　野

曾　根　原、

小幽@沢
松　　　本

関　　　川

丸　　　山

青　　　μ』

赤　　　塩

性

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

Q認2

欄1轟
2，90

2．41

4．62

3．56

5．20

3．40

3’77

2，　68

3，59

3，01

5．78

4．53

6．88

5．01

5，61

4．17

％

増加晦
No．

23．8　　　14

25，　0　　　15

’氏　　　名　性
　　　　　　　「

巣　　　山

笠　　　原

♀

♀

Qlll2

黙劉暴s嘉

6，82　　　　7．92

5。63　　　6，73

％

増加率

16，1

19．6

25・2 @　　…　平　」均　h7．8
27，1

32．3　　管状腺腫
46，9

48．8　　　No．

55．7

　　　　　　　　平　均　1・5・・ll

濾月包）Vこ腺腫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 18

No．

9

10

1i

I2

13

氏　　　名

深　　　沢

平　　　申

野　　　本

古　　　瀬

松　　　沢

性

♀

♀

♀

♀

♀

Q評

罪翻1暴s嘉

7。51

6．02

7．　02

6．15

7．63

8，85

7，33

8。56

7。58

9，60

％　　　　19

　　　　　20

氏　　　名

大　　　口

石　　　田

小　　　池

河　　　野

山　　　口

性

♀

♀

孚

♀

♀

QS｝u

縣猛1撮s嘉

9。39

8．40

7．85

8．02

8．75

10，66

9。73

9．12

9’32

10．25

％

増加率

13．6

15．8

16，2

16．2

17．1

増加率｝一 @㎜マー弱…1「15．8
17，9

21．7　　索状腺腫
21．8 Q評 ％

1：：lN°’1　fi：名性罪翻瓢榊

平　　均　　i22．1
・d新井i・い23【・…。117・

総　平　均　　　　　25・0
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第8表甲状腺癌の好気的解糖作用に及ぼす　　　　　第9表甲状腺癌の嫌気的解糖作用に及ぼす

　　　　TSHの影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TSHの影響

　乳頭状腺癌　　　　　　　　　　　　　　　　　乳頭状腺癌

No． 氏　　　名

1　宮　　　崎

2　内　　　藤

3　古　　　厩

4　布　　　施

5　矢　　　花

6　牛　　　山

7　小　　　娼

8　両　　　角

9　窪　　　寺

10　中　　　村

性

？

♂

♀

♀

♀

♀

9

6

♀

9

Q鼠2

罪藻劉轟
9．57

9，50

7。98

7．68

8，23

7．92

8．72

4，38

7，73

6。40

ユ0．81

11．12

9。38

9．16

9．86

9，55

ユ0．59

5．46

9．83

8．23

　％

増加率
No，

i3．0　　　　1

17．0　　　　　2

18．9　　　　　3

19．3　　　　4

19．8　　　　　5

20．6　　　　　6

21．5　　　　7

24．7　　　　8

27．1　　　　g

28．7　　　　10

氏　　　名

宮　　　崎

布　　　施

牛　　　山

矢　　　花

小　　　出

古　　　厩

窪　　　寺

内　　　藤

中　　　村

両　　　角

性

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

6

♀

6

Q轟2

罪蒸品1器s嘉

10．14

7．82

8。93

9，21

9．50

8．06

5．91

10，85

8，23

8．68

11．24

8．　78

10．　03

10，57

10．92

9．28

6．82

12．59

9．74

10．46

　％

増加率

10．9

12，3

12。3

14．7

15．0

15．1

15．3

16．0

18．4

20．4

平　弱　121・Opm　　平　均　115・e
濾胞状腺癌　　　　　　　　　　　・　　　　濾胞状腺癌

No．氏　　　名

　11　征　矢　野
ee　12　小　　　森

性

♀

♀

QK｝2

罪瀟｝暴s茄

9．31　　　9．95

10．40　　　11．31

　％

増加率
No．

6．8　　　　11

8，8　　　　12

氏　　　名

征　矢　野

小　　　森

性

♀

♀

Q詠

撮琵際覗．

10．95

11．50

11，21

11．83

％

増加率

2．3’

2．9

…「均．1・・8　　　　平　均　1…
単．純癌　　　　　　　　単純癌

No．氏　　　名

13　青　　　木

14　小　　　松

性

♀

♀

，　Qli2

鰯際S茄
10．35

12。63

10．77

13．73

　♀

増加率
No．

4．1　　　　13

7．9　　　　14

氏　　　名　　性

青　　　木　　♀

小　　　松　　♀

Qll｝e　　％

罪劉轟増加率
14．49

15．22

14．95　　　　3．2

15．98　　　　5．0

一d’

@平　均　i・・O　　　　平　均　1・・1
総平均　　17．0　　　　　総平均　　11．7

　一方ホルモソ支配下にある器管の代謝機能はホル　　　と述べ，Mulvey⑳，　Freinkel⑳，　Bakke⑱等も甲

モソによつて影響を受け，例えぽ品川等⑯はエストロ　　状腺にin　vitroでTSHを作用させることにより組

ゲソによつて子宮内膜及び子宮頸癌の組織呼吸・好気　　　織呼吸の増加する事実を認めている。著者は正常甲状

的並びに嫌気的解糖作用が高まることを報告し，服　　腺組織にin　vitroでTSHを作用させることにより

部⑰はラツトに脳下垂体前葉エキスを注射すると甲状　　組織呼吸は48。7ル102・1％増力口する專実を認めた。

腺の組織呼吸は14．8～36．3％増加すると述べ，教室の　　　　単純性結節性甲状腺腫においてTSHによる組織呼

前沢⑱も家兎にTSH（Pretiron）を注射すると甲状　　　吸の増加率を求めると，正常甲状腺の増加率より一般

腺の組織呼吸が増加することを認めている。一方多　　　に低いが，組織像別にはコPイド腺腫は正常範囲か或

田⑲はラツトの脳下垂体捌除によって甲状腺の組織呼　　いは軽度の低値を示し，濾胞状腺腫・乳頭状腺腫・管

吸が63％減少したと述べている。またin　vitrOの実　　　状腺腫・索状腺腫等の増加率はいずれも低下してい

験においても，Anderson等⑳は甲状腺にin　vitro　　る。すなわち，組織呼吸の成績からみれば，コロイド

でTSHを作用させると組織呼吸が17－53％増加する　　　腺腫はTSH反応性をかなり有しているが・その他の
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腺腫のTSH反応性は低下していると考えられる。　　　　単純癌は明らかに低値を示している。嫌気的解糖作用

　甲状腺癌ではヨウ素の摂取並びに有機花は障害さ　　　のTSHによる増加率は一般に低値であるが，組織像

れておりTSH　dependencyは殆んどないといわ　　　別に見れば，乳頭状腺癌は乳頭状腺腫・管状腺腫’索

れ⑳，Colin⑭．　Thomas⑮等は実験的甲状腺癌の発　　状腺腫等と同程度であつて，濾胞状腺癌並びに単純癌

育はTSHによつて影響されると述べ，　Crile⑱は甲　　　はとくに著しい低値を示している。すなわち，解糖作

状腺癌の中で単純癌はTSHに対する反応性がないと　　用の面からみれば，乳頭状腺癌は乳頭状腺腫・管状腺

主張している。著者の研究によれば甲状腺癌のTSH　　　腫・索状腺腫等とほk“同程度のTSH反応性を有して

による組織呼吸の増加率は一般に低いが，乳頭状腺癌　　　いるが，濾胞状腺癌並びに単純癌はTSH反応性は極

は管状腺腫或いは索状腺種と同程度に反応しているの　　　めて低いものと考えられる。

に対し，濾胞状腺癌並びに単純癌の増加率は極めて低

い値を示している。すなわち，組織呼吸の面からみれ　　　　　　　　結　　論

ば乳頭状腺癌はTSH反応性をわずかに有している　　　1）対照（正常甲状腺組織）の組織呼吸はTSHに

が，濾胞状腺癌並びに単純癌のTSH反応性は極めて　　　よつて48．7～102．1％平均78．8％増加するからTS

低いと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hによる組織呼吸の増加率の正常範囲を48・vlO30／oと

　ホルモン麦配下にある器管の解糖作用については　　　みなした。

Kerly⑳はラツトに卵胞ホルモンを注射すると子宮の　　　　2）単純性結節性甲状腺腫のTSHによる組織呼

嫌気的解糖作用が王昇すると述べ，木川⑳によれば胎　　　吸の増加率は18・4～69・0％，平均36・2％で南る。組織

盤組織にin　vitroでestradio1を作用させると嫌気　　像別に見ればコロイド腺腫は8例中4例が正常値を

的解糖作用が上昇するという。甲状腺腫の解糖作用に　　　示し，その他も正常値に近い・これに対して濾胞状腺

対するTSHの影響を追求した業績は少なく，わずか　　　腫・乳頭状腺腫。管状腺腫・粟状腺腫等はいずれも低

1こPaar⑳が正常甲状腺及び甲）lk腺腫にin　vit・・で　値を示している。

TSHを作用させることにより，組織呼吸のみならず　　　　3）　甲状腺癌のTSHによる組織呼吸の増加率は

嫌気的解糖作用の値も上昇すると述べCいるが，著者　　　2．6～29．7％，平均16．8％である。組織像別に見れば

の成樹・よれば疎甲状腺騰にi・・it・。でTSH　獺　燗癌の増加專｛は管状　懸・索状腺1虚等と聡度

を作用させることにより，好気的解糖作用は8・5～　　　であるが，濾胞状腺癌並びに単純癌の増加率は極めて

34．8％増加し，嫌気的解糖作用は39・9～72，80／o増加す　　　低い値を示している。

る事実を認めた。しかし郷糖作用の増加率は組織呼吸　　　　4）　対照（正常甲状腺組織）の好気的解糖作用は・

の増加率よりは一般に低く，とくに好気歯解糖作用の　　　TSHによつて8，5～34．8％，平均24・7％増加する。

増加率は低い。すなわち，正常甲状腺組織の解糖作　　嫌気的解糖作用は39．9～72．8％，平均57，9％増加す

用，とくに好気的解糖作用はTSHによる影響が少な　　　る。すなわち，好気的解糖作用の増加率は8～35％，

「いものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　嫌気的解糖作用の増加率は39－73％がそれぞれ正常値

　単純性結節性甲状腺唾のTSHによる好気的解糖作　　　とみなされる。

用の増加率は正常甲状腺組織のそれと同等であつて，　　　　5）単純性結節性甲状腺腫のTSHによる好気的解

組織像別に見てもとくに差違はない。しかしながら　　　糖作用の増加率は11，8～33，8％，平均19・7％で，全例

嫌気的解糖作用のTSHによる増加率は正常甲状腺組　　　が正常値を示し，組織像別に見ても差がない。

織のそれより一般に低く，組織像別に見ればコロイド　　　嫌気的解糖作用の増加率は13・6～55・7％，平均25・　0

腺腫では正常値を示すものもあるが，過半数は低値を　　　％で，組織嫁別に見ればコPイド腺腫の増加率は8例

示し，他の腺腫もいずれも明らかな低値を示してい　　　中3例が正常値を示し，5例が低値を示している。濾

る。すなわち，単純性結節性甲状腺腫のTSHによる　　・胞状腺腫・乳頭状腺腫・管；状腺腫。索状腺腫等の増加

好気的並びに嫌気的解糖作用は，コPイド腺腫の少数　　　率はコロイド腺腫よりもさらに低値を示している。

のものが正常甲状腺と同程度のTSH反応性を有する　　　6）甲状腺癌のTSHによる餅気的解糖作用の増加

のみで，濾胞状腺腫・乳頭状腺腫・管状腺唾及び索状　　　率は4．1～28．7％，平均17・0％で，・YLue状腺癌の増加

腺唾の小SH反応魅は低下している。　　　　　　　　　率は正常値であるが，濾胞状腺癌並びに単純癌の増加

　甲状腺癌のTSHによる好気的解糖作用の増加率は　　　率は低下している。

一．一ﾊに正常甲状腺組織のそれとOi　x・同等であるが，組　　　嫌気的解糖1乍用の増加捧｛は2・3～20・4％，平均11・7

織豫別には乳頭状腺癌は正常値で，濾胞状腺癌並びに　　　％で，一般に低下しているが，濾胞状腺癌並びに単純
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癌の増加率はとくに著しい低値を示している。　　　　　were　investigated　apd　the　following　results

　7）　以上の成績から結節性甲状腺腫のTSH依存性　　were　obtained．

を検討すれば，コロイド腺腫はTSH依存性をかなり　　　　1）The　value　of　the　tissue　respiration　of

有するが，濾胞状腺腫・乳頭状腺腫・管状腺腫及び索　　　the　normal　thyr。id　showed　an　increase　of

状腺腫のTSH依存性はすくないものと考えられる。　　　78．8％on．the　average，　rangin948・7～102・1％

甲状腺癌においてはTSH依存性は・－L般にずくなく，　　　under　the　effect　of　TSH　in　vitro．　Therebore，

．乳頭状腺癌のTSH依存性は管状腺腫・索状腺腫等と　　the　normal　rate　of　increase　of　the　tissue

ほぼ同程度であるが，濾胞状腺癌並びに単純癌のTS　　respiration　under’the　effect　of　TSH　in　vitro

H依存性はさらにすくないものと考えられる。　　　　　is　regarded　to　be　in　the　range　of　48～103％・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　The　value　of　the　titsue　respiration　of

　　　　　　　　　文献　　　　　tlimple　nodular　goiter　showed　an．increase　of
①Loeb，　L．　et　al：Proc．　Soc．　exp．　Biol．，　26：　　　36．2％　on　the　average，　ranging　】8．4～69．0％

860，1929，　②Greer，　M．　A。：Proc．　Soc，　exp．　　under　the　effect　of　TSH　in　vitro・Investi－

Biol．，77：603，1951．　③Greer，　M．　A．：J．　clin．　　gating　the　results　histologically，　it・was　obse－

Endocr，，・12：1259，1952．　④西宮博道：沖中監修　　　rved　that　colloid　adenorna　showed　the　normal

ホルモy基礎と臨床．，上巻，東京，1954．　　⑤柴1二El　　value　in　40ut　of　8　cases　and　showed　the

勝博：ホと臨床．，4：449，1956・　　⑥藤田秋．治：検　　　value　similar　to　the　no「「nal　in　the　othe「4

圧法と其応用．，東京，1949．　　⑦加藤篤二：ホと臨　　cases・But・the　values　of　the　tisstte　respi一

床，8：631，1960，　⑧Gusberg，　S．　B．：Arner．　　ration　of　follicular　aden。ma・papillary　ade－

J．Obstet．　Gynec．，54：905，1947．　⑨Pfiefer，　　noma・tubular　adenoma　and　eMbryonal　ade－

C．A．：Cancer　Res．，9：347，1949．　⑩古賀康八　　　noエna　were　all　observed　to　be　lower　than　the

郎：ホと臨床，，8：641，1960．　⑪Bums，　E．　L．　et　　normal　range．　　　　　　　　　　　　　　、．

al；Proc．　Soc．　exp．　Biol．，43：608，1940，　⑫増　　　　3）The　value　of七he．tissue　respi「ation　of

田強三：内分泌と代謝．，1：80，1958．　　⑬Crilei　　thyroid　cancer　showed　an　increase　of　16・8％

G．J．：New　Engl。　J．’　Med．，249：585，1953．　　　　on　the　average・ranging　2・6～29・7％under　the

⑭Colin，　G．　et　al：Ann，　Surg．，146：879，1957．　　effect　of　TSH　in　vitr。・エnvestigatlng　the

⑯Thomas，　C．　G．：J．　clin．　Endoc∫．，17：232，1957．　　results　histologically，　in　was　observed　that

⑬品川信良：Gann，47：251，1956，　⑰服部秀雄：　　the「ate　of　inc「ease°f　PaPilla「y　adenoma

’日内泌誌，12・223．1936，⑱前沢潭・信州医誌．，　・h。w・d　th・v・1・・similar七・七・b・1・・ad・・。m・

7：722，1958，　⑲多田正博：慶応医学．，37：1339，　　0r　trabecular　adenoma，　anCl　that　o，f　follicular・

1960．　⑳Anderson，　R．　K．　et　a1：Amer．　J．　　carcinoma．　or　anaplastic　carcinoma　sho晩d

PhysioL，］．19：67，1936。　⑳Mulvey，　P．　R　et　　extremely　lower　value．

・1：E・d・crin・1。gy，70：48．1，1962・・⑳Freink・1，　14）Th・V・1ue・f　the　aer。bic　gly・・ly・i・・f

N．：Endocrinology，、61：851，1960．　　⑳Bakke，　　the　normal　thyroid　showed　an　increase　of　24．7

J．et　al：，　Endocrinology，61：352，1957．　⑭渋　　　％on　the　aver4ge，　ranging　8・5・》34・8％，　and

．沢喜守雄：内分泌のつどい，．17集，策京，1961．　　．　the　value　of　the　anaerobic　glycolysis　of　the

⑳Kerly，　M．：Biochem．　J．31：1544，1937．　⑳木　　　normal　thyroid　showed　an　increase　of　57・9％

川源則：ホと臨床．，6：493，1958．　　⑳Paar，　H．：　　on　the　average，　ranging　39．9－”72．8％　under

Klin．　Wschr．，ユ2：615，1933．　　　　　　　　　　the　effect　of　TSH　ln　vitro．　Therefore，　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rat6．of　increase　of　the　aerobic　glycolysis　is

　　　（第一編及び第二編の要旨は第63回日本外科学会総　　　regarded　to　be　in　the　range　of　8～35％that

会並びに第36回日本内分泌学会総会に於て発表した。）　　of　the　anaerpbic　glycolysis　is　regarded　to　be

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　　　　　　　　　in　the　range　39～73％

　　　　　　　　　ABSTRACT　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　5）　．The　value　of　the　aerobic　glycolysis　of

　　　工nfluences　of　TSH　in　vitro　upon　the　tiss’ue　　simple　nodular　goiter　sllowed　an　increase　of

r．e＄piratlon　and　glycQlysi＄　of　nodular　goiters　　　　19．7％　　on　the　averag合，　ranging　11・8rv33・8％



under the effect of TSH in vitro, which was within the norrnal range, bttt that of folli-

all within the normal range, having rio histo- cnlar carcinoma or anaplastic carcinoma sho-

logieal differences. The value of the anaero- wed lower value. The value of the anaerobic

bic glycolysis of simple nodular goiter showcd glycolysis of thyroid cancer showed an incre-

an increase of 25.0% on the average, ranging ase of 11.7% on the average, ranging 2,3-"

13.6tv55.7% under the effect of TSH in yitro, 20.4% under the effect of TSH in vitroi

Investigating the results histologically, it was which was generally lower, and remarkably

observed that the rate of increase of the low especially in follicular carcinoma and

anaerobic glycolysis of colloid adenorna was anaplastic carcinoma,

within the norpaal range in 3 out of8cases, 7) Investigating of TSH dependency of

and showed lower value in the other5cases, nodular ,goiter from the above mentioned

And it, was also observed that the rates results, colloid adenoma has a considerable

of increase of follicular adenoma, papillary TSH dependency, ancl follicnlar adenoma,

adenoma, tnbular adenoma and ernbryonal tubular adenoma and trabecular adenoma have

adenoma vvere in all cases lower than that less TSH dependency: Thyreid cancer has

of colloid adenoma. generally less TSH dependency;TSH depen-
   6) The value of the aerobic glycolysis of dency of papillary carcinoma is equal to that

thyroid cancer showed 4n increase of 17.0% of tubular er trabecular adenorna, but that of

on the average, ranging 4,!tv28.7% under the follicular carcinoma or anaplastic carcinoma
                                                                          ,effect of TSH in vitro. The value of the i$ extremely lower.

aerobio glycolysis of papillary carcinoma was

,

'


